
 
 

令和 2（2020）年 3 月定例月議会 2 月 26 日、市政運営方針が報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様性を誇りに 分かち合うことを力に 支え合うことを安心に ～まっとうな政治を～ 

2020 年 2月 

2 期目の市長は市政運営方針の中で、子育て支援や

学校教育、高齢者施策など重点施策等の具体化を進

め、2020（令和 2）年度は、本市独自の第2子以降

の保育料無償化や学校園トイレ整備の加速化、高齢者

の外出支援策など、形ある成果を市民の皆さんに示すこと

によって「枚方はよくなっている」と実感していただくよう全力

で取り組む、と決意を述べています。 

 また、「誰ひとり取り残さない」という理念の下、17 の目標

を掲げる SDGs（持続可能な開発目標）について、本市

施策との関連付けや市民参加のワークショップによる目標

設定にとりくみ、育児や介護をはじめとする生活の様々な場

面において、多くの女性が担っている現状を踏まえ、これまで

以上に女性の視点を取り入れ、より一層「住みやすく、生き

生きと暮らせるまち」をめざす、と述べました。  

すべての人々が、「今」を輝いて生きていくことが 
できる社会の実現を 
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子どもの笑顔があふれるまち、枚方 
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私たちは、この考えは支持し、SDGs の 17 の持続可能

な開発目標とそれらを達成するための具体的な 169 のター

ゲットの実行を訴えていきます。SDGs をベースにとりくんでい

くことが、市民福祉の最大化をめざすことにつながることを確

認し、すべての人がありのままの自分を肯定し、安心して暮

らすことができるまちづくりに私たちも尽力してまいります。 

市政運営方針の重点的にとりくむ 8 つの分野について

は、3月 4日の代表質問で確認し、要望等を行います。 

 また、2月26日は、2020（令和2）年度一般・特別・

事業会計の当初予算の提案もありました。 

2020（令和 2）年度一般会計当初予算は昨年度よ

り 7.4％増の 1,508 億円、特別・企業会計を含めると

3.7％増の2,811億円が計上されています。予算は、3月

12日からの予算特別委員会で審議していきます。 

 

 

 

SDGs
エス・ディー・ジーズ

とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。 


